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冬
季
に
於
け
る
米
の
日
照
乾
燥
と
そ
の
効
率

一一一二宍

冬
季
に
於
げ
る
米
の
日
照
乾
燥
三
そ
の
効
率

特

に

容

積

重

並

に

剛

度

に

就

き

て

寺

坂

備

調

海

野

フ巳

大

良E

一
、
緒

雷

米
般
の
貯
蔵
安
全
の
震
め
に
は
、
農
家
を
し
て
米
震
を
十
分
に
乾
燥
せ
し
め
ざ
る
べ
か
ら
歩
。
と
れ
が
矯
め
に
は
農
家
が
そ
の
乾
燥
の
程

，度
を
容
易
に
判
定
し
得
る
と
と
必
要
な
り
。
前
に
著
者
等
は
中
園
地
方
の
冬
期
一
二
月
に
籾
米
を
乾
燥
し
て
、
玄
米
の
水
分
含
量
を
一
一
一

l

-
三
%
に
な
す
に
必
要
な
る
乾
燥
日
数
の
大
慢
を
見
定
め
、
そ
の
結
果
を
前
報
告
刊
に
於
て
述
べ
た
り
。
さ
れ
ど
か
く
の
如
き
は
、
地
方
に

よ
り
、
年
に
よ
り
、
親
米
に
よ
り
て
具
る
が
故
に
、
決
し
て
基
礎
普
週
的
の
結
果
に
あ
ち
歩
。
さ
れ
ど
、
今
日
は
賓
際
に
於
て
、
却
っ
て
か

く
の
如
き
平
凡
な
る
事
項
を
知
り
置
く
と
と
甚
だ
肝
婆
な
り
と
す
。
宜
し
く
各
地
方
的
に
同
様
の
試
験
研
賞
&
な
し
て
、
地
方
農
家
mv
米
設

乾

襲
働
上
の
標
準
費
料
を
作

置

可
き
も
の

与



米
穀
の
乾
燥
程
度
を
判
定
す
る
に
は
、
直
接
そ
の
成
分
を
槍
定
ず
る
に
如
か
ざ
る
は
言
を
倹
た
ぎ
れ
E
、
之
は
賓
験
室
を
備
ふ
る
場
合
に

於
て
の
み
行
は
る
L
色
体
り
。
本
邦
農
事
の
現
般
に
於
て
は
、
此
直
接
法
に
よ
ら
や
し
て
、
間
接
的
に
乾
燥
租
度
を
見
定
む
る
と
と
を
必
要
な

り
と
す
。
そ
の
方
法
と
し
て
は
、
前
報
告
の
乾
燥
日
数
に
よ
る
か
、
叉
は
容
積
重
、
剛
度
、
腫
化
コ
バ
ル
ト
法
等
の
測
定
に
よ
る
た
り
。
此

容
積
重
は
既
知
の
如

4
、
米
の
品
種
、
品
質
、
測
定
方
法
、
器
具
等
に
よ
担
異
り
て
、
決
し
て
何
れ
の
米
に
も
通
や
る
普
通
的
の
結
果
を
得

る
も
の
に
あ
ら
や
。
さ
れ
E
、
米
載
の
乾
燥
程
度
の
大
砲
を
知
る
に
は
便
利
な
る
散
に
、
今
日
米
奈
の
一
升
叉
は
一
俵
の
重
量
を
杯
り
て
、

一
般
に
行
は
る
h
鹿
な
り
。
さ
れ
ば
宜
し
く
各
地
方
に
於
て
、
規
格
た
る
べ
き
試
験
器
具
を
定
め
て
、
容
積

そ
の
乾
燥
度
を
知
る
と
と
は
、

冬
寧
に
於
け
る
米
の
日
照
覧
像
、
と
そ
の
効
率

一一一二七

重
と
米
の
水
分
合
量
と
の
聞
係
を
測
定
し
、
以
て
米
載
乾
燥
奨
働
の
標
準
費
料
を
作
り
置
く
と
と
も
亦
肝
要
な
り
と
す
。
米
の
剛
度
に
於
て

も
亦
然
り
。

、.J

次
に
米
の
ア
ル
カ
F
溶
液
に
よ
っ
て
崩
解
す
る
欣
態
は
、
そ
の
品
種
、
熟
度
、
新
古
等
に
よ
り
て
異
る
事
は
既
O
に
知
ら
る
L
所
な
り
。

叉
米
毅
は
乾
操
に
よ
h
v
て
、
そ
の
物
理
的
性
質
に
費
化
を
受
〈
忌
が
故
に
、
此
ア
ル
カ
リ
反
臆
と
米
の
乾
燥
程
度
と
の
聞
係
を
一
康
調
査
し

置
く
必
要
あ
り
と
す
.

叉
聾
化
コ
バ
ル
ト
に
よ
り
て
米
の
水
分
検
定
を
-
な
す
と
と
も
賓
際
的
の
遁
切
な
る
問
題
に
勺
き
、
之
に
つ
き
て
も
米
最
乾
燥
奨
働
上
考
察

の
必
要
あ
る
べ
し
。

以
上
の
理
由
に
よ
り
て
昭
和
一
五
年
産
米
に
つ
き
、
そ
の
腕
米
を
b
h
季
に
日
照
に
よ
り
乾
燥
し
て
、
日
照
乾
燥
と
玄
米
の
容
積
重
、
剛
度
、

ア
ル
カ
リ
反
慮
、
盤
化
コ
バ
ル
ト
比
色
法
等
と
の
閥
係
を
試
験
し
、
以
て
賓
際
上
日
照
乾
燥
の
効
率
を
簡
便
に
判
定
す
る
の
費
料
に
供
ぜ
ん

と
す
。



B
T
撃
に
於
け
る
米
め
日
照
震
鎮
と
そ
め
劾
率

三
三
九

-
-
、
籾
米
の
日
照
乾
操
に

k
'
e玄
米
の
水
分
含
量
章
容
積
重
ま
の
聞
係

玄
米
の
水
分
が
誠
や
る
に
従
っ
て
、
そ
の
容
積
重
は
噌
加
す
る
と
と
既
知
わ
如
し
。

5 

さ
れ
ば
そ
の
乾
燥
程
度
を
知
る
需
め
に
容
積
重
を
測

試料の水分合量

る
ζ

と
は
二
刀
法
な
り
。
然
る
に
米
の
乾
燥
方
法
に
よ
っ
て
米
の
容
積
重
も
呉
り
1

且
つ
米
の
品
種
、
品
質
、
調
製
等
に
よ
り
て
も
異
る
が

v
h

断
り
置
か
ん
と
す
。

故
に
、
教
に
述
べ
ん
Lι

す
る
研
院
成
績
は
躯
米
め
冬
期
日
間
乾
燥
に
し
て
、
し
か
も
臨
ら
れ
た
る
品
種
及
び
猷
料
に
蹴
き
て
危
る
と
と
を
鼓

て
試

草寺

昭
和
一
五
年
営
研
質
所
産
旭
、
道
悔
脚
力
及
び
企
R
肺
ニ
披
む
一
ぷ
口
問
置
を
期

ひ
、
腕
米
を
日
照
に
依
り
て

姪
共
乾
燥
し
た
る
後
腕
摺
を

行
ひ
、
腫
k

異
る
水
分
含
量

わ
玄
米
を
持
て
、
之
を
米
選

機
に
掛
け
て
死
米
を
除
去
し

た
る
も
の
玄
h
v
。
試
料
の
水

分
合
量
は
第
一
表
の
如
し
。

上
掛
水
分
合
設
を
嗣
に
て

試料の水分含量

旭 |遺構紳刀[神二炉|

。 1ラ64.5 1予54.8 1ラ66.4 
1 15.1 14.8 15.1 

2 13.1 13.1 お.4

3・ 11.9 12.1 12.3 I 

4 11.1 10.9 11.2 

5 9.7 9.8 9.7 

第ー，表

1t!! 
道5畠神力
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各
E
干
に
於
け
る
米
の
日
照
酷
乾
燥
と
そ
め
泡
率

三
二
九

示
せ
ば
第
一
闘
の
如
く
に
し
て
、
試
料
の
水
分
は
直
般
的
い
遁
減
し
、
此
研
究
目
的
に
は
最
も
適
合
せ
る
を
認
む
。

二
、
容
積
重
測
定
の
方
法

容
積
重
測
定
の
方
法
は
種
々
あ
り
て
、

一
定
せ
や
。
従
ヲ
て
そ
の
結
果
も
一
致
せ
ぎ
る
な
h
v
。
最
も
厳
密
に
行
は
ん
と
せ
ば
、
欄
趨
標
準

容
積
重
測
定
器
b
E
用
ふ
べ
・し
・
叉
農
林
省
農
事
試
験
場
の
一
升
霊
或
は
一
立
重
測
定
器
は
普
通
の
桝
に
よ
る
よ
り
ら
糟
確
に
し
で
、
研
究
に

題
す
る
と
と
勿
論
-な
え
さ
れ

E
本
邦
農
業
の
現
棋
に
於
て
は
、
普
通
の
一
升
桝
を
用
ひ
、
普
通
の
慣
行
の
如
く
測
定
す
る
を
賓
際
に
漫
画

去
り
と
す
。
よ
っ
て
次
の
如
く
四
種
の
方
法
に
よ
り
て
容
積
重
を
測
定
し
た
り
。

ハ
1
〉

一
升
重
、
規
梼
一
升
桝
を
用
ひ
、
雨
手
に
で
玄
米
を
榊
の
縁
を
越
え
て
掬
ひ
込
み
、
掻
俸
を
掛
け
て
測
り
取
h
p
た
る
米
の
重
量
を
梓

れ
り
。
而
し
℃
一

O
同
の
平
均
を
求
む
。

A
n
z
v
 

農
試
桝
に
よ
る
一
升
室
、
農
林
省
農
事
試
験
場
考
案
の
一
升
重
測
定
器
に
依
る
。
桝
は
ガ
ラ
ス
製
に
し
て
、
上
方
に
段
け
た
る
漏
斗

を
用
ひ
て
桝
に
米
を
入
る
h
h仏

U
。
そ
の
時
漏
斗
の
下
端
と
桝
の
上
町
と
の
距
離
慨
は
五
m
去
り
と
す
。

一
回
の
測
定
に
米
・
7
0五
升
を

用
ひ
‘
五
回
測
定
の
平
均
を
求
む
。

(
3
v
 
農
試
桝
に
よ
る
一
立
重
、
農
林
省
農
事
試
験
場
考
案
に
し
て
、

一
立
桝
に
よ
り
、

一
回
の
測
定
に
一
・

O
五
立
を
用
ι
9
3

他
右
主
同

じ

〈

4
)

-一
4
立
重
、
金
属
製
の
調
逸
標
準
容
積
重
測
定
器
に
依
り
、
四
回
測
定
の
平
均
b
t
求
む
.

右
測
定
の
順
序
は

A
1
)
I
R
4
V
な
り
。

三
、
米
の
水
分
合
量
と
容
積
重
と
の
闘
係



船側'!.!.副会tQ時~
Q
回
陸
相
ì
l
!
~
川
特
J
Q
t
司00-
11 

1111110 

*
'
4
司
母
官
制
Q
iB拡~J(l何司Ü

!
Ç\骨u

P
'
程
同
Q
墨-vg!.樹

Q
~
誕
}
;
!
.
.
t
;
息
ド
'
長
年
揮
制
対
震
叫

....)~tQ~軍
需
1
t
'
総

1
J術
Q
.jミ
....)0
~
刊

~
æ
l
時
-
\
-
~
~
総

I
J
-
g
r
~
Q
異
J
。第
二
表

玄
米
の
水
分
含
量
と
察
積
重
と
の
聞
係
(
1
)

萱
升
桝
1
升
重
農
説
1
升
軍

|九
i
農
試
1
立
重

1
/
4
立
彊

う24
水
分
含
賢

%
 
g
 

。
16.5
 
1508 

0.
8'7 
1485 

0.12 
1.015 

8
2
5
 
0.12 

213.1
 
0.08 

1
 
15.1 
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1.叩

時
32
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切
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お

忽
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0.0
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お
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1558 

0.45 
1民
rl
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8
日
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0.0
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3.8'7 

旭
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国
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国

第
二
表
並
に
闘
に
よ
り
て
.
米
の
水
分
合
量
と
容
積
重
と
の

開
係
を
精
査
す
る
に
、
次
の
如
き
事
責
を
認
む
。

〈

1
v

親
米
の
日
照
乾
燥
に
よ
り
て
、
玄
米
の
水
分
が
、

旭

一
六
・
五
%
よ
り
漸
減
し
て
、
一
五
・
一
%
に
至
れ
ば
、
念
激
に

容
積
重
は
増
加
す
。
以
後
は
水
分
が
械
や
る
も
、
容
積
重
は

徐
々
に
増
加
し
て
、
約
水
分
一
二
d
n
に
ゑ
り
た
る
時
に
、
容

積
重
は
最
高
に
建
し
、
之
よ
り
容
積
重
は
増
さ
ピ
る
の
み
な

ち
守
、
却
っ
て
漸
減
す
る
を
認
む
。
四
種
の
測
定
法
中
、
普

通
桝
に
よ
り
普
通
の
如
く
測
り
た
る
時
に
、
そ
の
容
積
重
の

阜
市
吉
撃
に
於
け
る
米
の
日
照
乾
燥
と
そ
の
効
率

固

旭
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多
S
F
に
俊
け
る
米
の
日
照
舵
擦
を
そ
の
知
事

一一一一一ー一

IsoOf 800 

誤
差
が
最
も
大
友
hv。
従
ワ
て
そ
の
信
頼
度
少
き
は
止
む
を
得
歩
。
他
の
三
法
中
に
於
て
は
、
満
治
標
準
容
積
重
測
定
器
に
よ
る
も
の
そ

の
誤
差
最
も
小
に
し
て
、
信
頼
度
大
な
り
。

旭
に
於
て
米
の
水
分
注
一
三
%
以
下
に
た
さ
ん
と
せ
ば
、
米
の
一
升
重
は
一
五
六
一ニ
8

〈
四
一
七
・
三
匁
)
、
農
試
一
升
重
一
五
凶
0

8

の
大
胞
を
判
定
・
レ
得
ぺ

L
b
(第
二
圃
)
@

(
凹
一
了
二
匁
て
農
試
一
立
重
八
五
五

g
、
摘
通
縛

1
一4
立
ニ
二
一

8
な
る
を
要
す
。
此
結
巣
に
よ
り
て
、
賓
際
上
旭
米
の
水
分
合
量

(
2
v
 
道
悔
一
脚
力

旭
と
同
じ
〈
、
最
初
の
水
分
一
五
・

A
M
(豹
二
ハ
d
w
v
よ
U
本
分
一
同
・
久
d
m
(
約
一
五
M
W
V

に
減
ぜ
し
時
に
、
念
激
に
容
積
重
を
増
加
し
た
り
。
モ

の
後
.
乾
燥
に
つ
れ
一
度
念
に
減
少
b
E
L
E
と
め
る
も

l畠l

進洛紳カ

水
分
二
♀
九
uw
迄
は
漸
次
に
増
加
し
た
る
が
如
し
。

頁
に
之
以
ム
乾
悌
せ
し
に
、
却
り
伊
」
容
積
重
は
念
に
減

少
し
た
り
。
此
謎
海
一
脚
力
に
於
て
、
玄
米
の
水
分
含
量

第

を
一
三
%
以
下
に
な
さ
ん
と
せ
ば
、
米
の
一
升
重
健
一

五
六
三
島
【
間
一

1
1
・
一
ニ
ぬ
}
農
試
一
升
重
一
五
四
0

8

正lil1-
主|金 f~・
~ ~ ~ l董

(
同
一
一
・
こ
匁
)
、

一
立
重
八
五
五
8
、
1
一
企
立
重
二

二一

8
な
る
を
要
す
る
と
と
、
前
述
旭
の
場
合
に
全
く

15sof 850ト220
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問
、
じ
《
第
三
圃
}
。

A
a
v
 

吉
一
岬
二
挽
に
於
て
は
、
始
め
乾
燥
す
る
に
つ
れ

吉
神
二
競

て
、
念
に
容
積
重
は
増
加
し
.
後
漸
増
し
て
‘

水
分
一
二
・
三

dw

に
於
て
最
大
に
遣
し
‘
雨
後
漸
減
又
は
費
化
せ
ざ
る
が
如
し
。
水

分
一
了
一
二
%
の
場
合
に
悲
に
容
積
重
を
減
じ
た
る
除
、

前
に
道

海
神
力
に
於
て
認
め
た
る
と
間
巳
く
‘
組
摺
O
際
に
粒
面
が
粗
に

-な
h
v
L定
め
な
ら
ん
.
玄
米
O
水
分
を
一
一
ニ
，
%
以
下
に
・
な
す
に
は

そ
の
一
升
重

-
E
六
八
畠
〈
四
一
八
・
七
匁
)
、
農
試
一
升
重
一
五

四占ハ

g
(同
一
ニ
・
八
匁
】
、
↓
立
骨
量
八
五
九
8
、
1
一4
立
重

一
・凹
8
な
れ
ば
十
分
去
り
(
第
四
間
}
q

-
-
T
容
積
重
住
就
き

τの
考
察

固

披

ミvふ_......._川
ノ¥ ミミ:

¥ 

IS50f 850卜220

一一一一一升桝l仲主
ー一一穫量式 I弁主

-一一_..'1' 1;主主
一…独逸~主主

200 

回

市刷・
4

部
川
町
1

第

吉

l邑15 』斗

% 

13 

量

10 H 11I 

の水分含

四
合
王
金

3

16QO.臼G白

井 l主
主i主
9 I ~ 

9 

米

50ロト80

第
二
表
陀
一
本
す
が
如
く
、
等
し
く
一
升
重
と
雄
も
、
又
一
立
重
と
1
一4
立
重
と
の
比
較
に
就
き
て
見
る
も
、
そ
の
測
定
器
及
び
測
定
方
法

に
よ
り
で
、
そ
の
容
積
重
は
大
に
周
到
る
が
故
に
、
賢
際
に
於
て
は
、
容
器
及
，
草
々
日
涯
を
規
定

-H
以
で
容
積
重
を
測
ら
ざ
る
ペ
か
ら
や
・

日
胞
に

k
り
て
粧
米
を
乾
燥
す
る
時
は
、
蛤
め
は
急
激
に
、
後
民
は
漸
共
に
そ
の
容
積
重
を
増
加
す
る
と
と
明
ら
か
な
る
が
、
旭
に
於
て

冬
刷
脚
に
於
け
る
米
の
日
照
諭
換
と
そ
の
効
率

は
水
分
合
量
約
一
二
dw
、
誼
棋
品
脚
力
舵
於
て
は
一

0
・
九
婦
、
・
官
同
一
刊
に
於
て
は
三
三
一
一

M
に
於
て
最
高
に
壇

L
売
る
故
に
、
三
者
一
を
苧
均
す

一一一-4 -・噌.時・e-一



第三表

玄米の水分含量と容積重との閥係(2)

各
季
に
於
け
る
米
の
日
照
乾
燥
と
そ
の
郊
率

れ
ば
、
約
一
二
%
に
於
て
最
高
に
撞
し
、
之
よ
り
は
却
っ
て
減
少
す
る
を
見
る
な

一三一一凪

主長割2 I 増噌|守聖書|関室
1&氾 1品8 晶1I 21!.3 

15.0 1555 1~2 850 219.4 

13.2 1辰沼 1回目 8出 220.'1 

ロ.1 1567 1545 858 22M 

11.1 1565 1543 858 221.7 

9.7 1553 1日4 852 220.5 

り
。
而
し
て
水
分
含
量
を
一
三
%
又
は
、
そ
れ
よ
り
梢
小
に
た
ず
に
は
、
そ
の
一
-

升
重
が
大
約
一
五
六
五

g
〈
四
一
八
・
四
匁
v
に
な
れ
ば
乾
燥
十
分
な
り
と
云
ふ
ぺ

重
と
の
閥
係
を
見
れ
ば
第
三
衰
の
如
し
・

前
に
述
べ
し
米
の
水
分
と
容
積
重
と
の
闘
係
は
米
を
米

濯
機
に
掛
け
て
調
製
し
、
死
米
を
除
去
せ
る
米
に
つ
き
て

、，J

の
調
査
な
る
が
、
著
者
等
ιい
は
轟
に
死
米
を
特
に
除
去
す

る
こ
と
な

5
.
楓
摺
し
た
る
そ
の
ま
L
の
米
に
就
き
て
研

究
し
た
る
と
と
あ
る
が
、
そ
の
時
雨
者
の
開
係
は
第
四
・

五
表
の
如
き
を
見
た
り
。

し
情
旭
‘
道
海
榊
力
及
び
吉
榊
の
コ
一
日
間
種
を
平
均
し

τ‘
米
の
水
分
含
量
と
容
積

第四表

玄米の水分含量と容積重との閥係 (3)

農試桝1立重 jbJ 品種 水分合雪 1/4l重

% 

16.1 775 0.3 ~1.5 3.85 
道
15.0 816 0.2 210.5 3.88 

海
お.9 842 0.2 216.5 3.89 

紳
12.9 853 0.0 218.9 3.90 

力
12.0 855 0.2 219.0 3.90 

15.8 7飽 0.1 2凶.6 3.85 

14.8 828 0.2 213.8 3.87 

旭 13.8 回6 0.2 215.2 3.回

12.7 倒。 0.3 216.2 3.回

11.6 852 0.3 218.9 3.89 



第
三
表
と
第
四
、
五
表
と
を
比
較
す
れ
ば
、

後
二
者
は
調
製
せ
ざ
る
玄
米
に
つ
き
て
取
る
故

に
、
そ
の
容
積
重
の
甚
だ
小
な
る
を
認
む
る
な

り
。
さ
れ
ば
言
ふ
起
も
な
く
、
そ
の
米
の
調
製

を
十
分
に
た
し
た
る
場
合
に
於
て
の
み
、
第
三

表
を
用
ふ
る
と
と
を
得
る
な
り
。
此
未
調
製
米

第五衰

玄米の水分含量と容

積重との聞係 (4)

の
場
合
に
於
て
も
、
乾
燥
の
始
め
に
容
積
重
は
念
場
し
、
後

に
漸
増
せ
し
と
と
前
に
述
べ
し
と
同
じ
。
而
し
て
。
水
分
一

一
・
六
%
遣
に
て
も
向
容
積
重
ほ
増
加
レ
た
担
。
〈
第
五
圃
v

此
試
料
の
如
く
米
濯
機
に
掛
け
ざ
る
米
に
就
て
、
水
分
合
量

を
-
一
ニ

μ以
下
に
な
さ
ん
と
せ
ば
、
玄
米
の
農
試
桝
一
立
重

上
一
に
達
す
れ
ば
可
な
る
が
如
し
。

が
八
五

O
g、
或
は
又
猫
趨
器

1
一4
立
重
が
二
二

0
8
以

著
者
等
は
此
他
、
是
迄
米
穀
に
つ
き
て
研
究
せ
し
時
、
そ

に
掲
載
を
省
略
す
。

の
都
度
水
分
含
量
と
容
費
量
と
を
測
定
し
置
き
た
る
も
、
設

冬
寧
に
於
け
る
米
の
日
照
乾
燥
と
そ
の
効
率

品種 |水分開11/4l重

1
予84.5 I羽

g
.8 

16.9 209.1 

15.2 213.3 

旭 14.0 21日 |
13.8 215.1 

13.2 216.3 I 

12.9 216.<1 

1&5 201.3 

17.3 却&6

15.7 212.1 
音締

14.8 214.7 

13.6 215.5 

1~日 216.5 11 115 

係闘のと

闘

重積

五

容と

第

分水の米玄
司
令
n
主
主

3
m

14- 15 

置(%)

一-.lt，. I立:t
-道連昼.y4立i:

-一ー 旭 l立:t
---一地!4主主

10 11 12 13 
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各
寧
に
於
け
る
米
の
日
照
乾
燥
と
そ
の
劾
軍
事

四

日
照
能
操
ま
朱
の
剛
度
ま
の
関
係

而
し
て
此
方
法
は
勿
論
そ
の
司
法
た
る
や
疑
な
し
。

米
の
乾
燥
程
度
を
知
る
露
め
に
、
之
を
鳴
み
で
、
そ
の
硬
さ
に
よ
り
て
乾
傑
皮
を
鑑
定
す
る
と
と
は
、
古
来
一
一
般
に
行
は
る
h
底
念
り
。

米
の
剛
度
は
水
分
台
量
の
み
・
な
ら
台
、
そ
の
日
間
種
、
充
賓
度
、
新
宮
崎
守
他
の
僚
件
に
よ
り
て
支
配
せ
ら
る
る
故
、
剛
皮
の
み
に
で
水
分
合

第六圃

米の水分合量と剛度との聞係

吉備練

怪砕

10 

米
9 
の

剛 8

月E

Jrg ， 

挫折

16 15 

% 

第七闘

米の水分含量と剛度との聞係

制力

l斗

賢

13 

分含

12 

の水米
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内
H
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F
3
 

10 

米 9

の

開q8 

子ミ
警岬

度
1 
kg 

注4骨

16 12 13 1斗 IS
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量
b
L
判
定
す
る
と
と
は
不
合
理
な
恥

E
も
、
剛
度
を
玄
配
す
る
主
な
る
僚
件
は
就
中

水
分
含
量
・
な
る
故
に
、
普
通
に
充
賓
せ
る
新
米
の
剛
鹿
を
測
れ
ば
、
之
に
て
米
の
乾

燥
程
度
を
判
定
す
る
と
と
は
敢
て
無
理
な
ら
や
と
云
ふ
ぺ
し
。

米
の
乾
燥
程
度
と
そ
の
剛
凌
と
の
閥
係
に
つ
き
て
は
、
是
迄
数
多
の
賓
験
あ
り
。

又
著
者
等
も
米
に
つ
き
て
研
究
せ
る
際
、
常
に
水
分
金
量
並
に
剛
皮
を
検
定
せ
る
故

に
、
南
者
の
関
係
は
£
く
知
ら
る
L
な
り
。
以
前
の
研
究
な
れ
ど
、
著
者
等
が
特
に

籾
米
を
冬
季
に
於
て
不
乾
燥
よ
り
-
六
日
間
の
乾
操
迄
、
種
K

の
程
度
に
日
照
乾
燥

を
な
し
、
そ
の
玄
米
に
つ
き
て
水
分
と
剛
度
と
を
測
定
し
た
る
と
と
あ
り
。
拾
に
掲

守
れ
ば
第
六
衰
の
如
し
内
第
六
、
七
園
)
。

第
六
表
に
示
ナ
が
如
《
、
米
の
水
分
合
量
の
減
少
に
伴
ひ
て
剛
度
は
漸
共
に
増
加

す
る
と
と
明
か
な
る
も
・
そ
の
測
定
の
結
果
が
決
し
℃
滑
か
な
る
繰
b
E

な
さ
や
、

れ
を
の
測
定
陀
誤
差
多
き
気
抵
hν
。
さ
れ
ば
剛
度
に
よ
り
て
そ
の
水
分
合
量
を
正
確

に
制
定
す
る
と
と
は
到
底
至
難
な
れ
ど
も
、
大
約
は
之
を
知
り
得
ペ
し
。
例
へ
ば
供

試
吉
備
楠
に
於
て
、
水
分
合
量
を
-
二
・
五
dm位
に
迄
米
を
日
乾
せ
ん
と
せ
ば
、
そ
の

挫
折
剛
度
は
六
・
一
同
、

堅
陣
剛
度
は
七
・
九
旬
、
榊
力
に
於
て
は
挫
折
剛
度
は
六
・

四
・
培
、
監
砕
剛
度
は
八
・
四
・
砲
な
ら
ば
乾
燥
可
な
り
と
云
ふ
が
如
し
。

吉
備
穂
と
紳

冬
季
に
於
け
る
米
の
日
照
舵
燥
L
ι
t
T
の
効
率

と

玄米の水分含量と剛度との閥係(1)

6日
II箆 乾燥 事E燥 事E 車E 乾燥

吉 水分含量% 15.30 l3.84 13.29 13.27 込町 12.48 11.日

備 挫折陣l穫kg 5.300 5.86'7 5.932 5.879 5.793 6.236 6.086 5.993 

穂 屋醇剛度kg 7.154 7.817 7.'269 8.043 7.お4 8.174 8.391 8.181 

耐力 lj zk分合量%
15.57 14.52 お.51 13.22 12.46 11・印111.40 12.151 12.21 

錘t奇骨]穫kg 5.649 5.600 6.お9 6.335 6.128 7.109 1 6.790 6.6781 6.971 

思静岡度~g 7.546 7.799 7.加7 8.4日 8.白8 8.924 1 8.481 

第六表

三
三
七

北関E式剛度計を用ふ備考



冬
季
に
於
け
る
米
の
日
照
酷
乾
燥
&
そ
の
鋤
置
中

米の水分含量と剛度との閥係 (2)

16.5 15.1 お.1 11.9 lLl 9.7 

旭 挫折剛度kg 5.34 6.26 8.1B 8.81 10.印 l.2.1B 

歴博停iH重量g 6.50 7.85 9.22 9-97 11.89 お.04

道 14.8 13.1 12.1 10.9 9.8 

海
挫折剛度kg I 5.a 6.日 7.57 S回 '10.06 11.12 

事申

ガ 1 1m碍同IJ度kg I 5.81 7.11 8.6B S回 10.邸 11.51 

'a iM倉町時4 15.1 お.4 l2.3 11..2 9.7 
肩申

挫折周目度kg I 6.10 7.09 8.44 9.26 10.28 
一一就 盤惇問。度kg I 7.38 8.17 9.67 10.19 11.31 ロ.42

第七表

一一
ペレ・
カ
と
に
於
て
か
く
差
異
あ
る
は
.
品
種
又
は
試
料
の
差
具
に
基
く
も
の
と
見
る

一-一三八

又
前
述
容
積
重
測
定
に
用
ひ
し
試
料
に
つ
ぎ
て
、
同
じ
く
北
尾
式
剛
度
討
を

n 

米白水分含量と剛度との閥係

米

ld 15 

% 

同
一
一
一

山

町

一

一

…

相
也
選
神

道
L
T
ロ

14 

軍含

13 

分

12 

水の

第 A 岡

I1 10 

13 b 

5.09 

剛 10

9
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米
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は
第
七
哉
の
如
し
〔
第
八
圃
)
@

府
弘
て
剛
度
を
測
定
し
た
る
氏
、
そ
の
結
果

此
測
定
に
よ
れ
ば
、
米
の
剛
度
と
水
分
含

且
患
と
は
殆
ん
ど
直
組
的
の
相
闘
を
な

L
・
剛

度
に
よ
b
て
朱
の
水
分
合
量
を
概
略
推
定

L

得
る
な
り
・
而
し
て
米
の
水
分
合
量
を
さ
ニ

係
以
下
に
な
さ
ん
と
せ
ば
、
そ
の
控
折
剛
度

上
に
峰
す
を
要
す
と
云
ふ
ぺ
し
・

を
A
・
五
同
以
主
、
腫
砕
剛
度
を
九
・
七
、
暗
以

然
る
に
此
結
果
は
第
六
査
に
於

て
見
た
る
よ
り
も
、
著

ι
4吐
ぞ

の
剛
度
の
品
へ
な
る
を
見
る
は
、

試
料
が
よ
く
発
費
し
て
良
好
左

b
し
に
よ
る
ぺ
を
か
。

、』J

前
の
嚢
厳
H

り
に
於
て
も
、
玄

米
の
水
分
合
量
と
そ
の
剛
度
と

第九表

玄米の水分含量と剛皮との関係、(4)

第

玄米の水分含量と剛度との聞係(3)

表)i、

• 

品薦 水分含島|挫折腕|酔鵬

1予84.5 4k.g 凶

16.9 4.93 5.55 

15.2 6.26 6.81 

14.0 E.75 7.01 
旭
13.8 6.52 7.25 

自.7 7.日 9.47 

13.2 7.73 9.61 

12.9 7.田 10.26 

18.5 3.65 3.a 
17.3 4.23 4.75 

15.7 5.17 5.71 
省 肩甲

14.8 5.20 5.併

13.6 6.21 6.80 

13.1 6.94 7.47 

品 繕 1*5t ~ñfl控折叫疎剛健
16ラ4.10 4k.g 45 

14.95 5.71 6.16 

13.00 6.21 6.76 

12.90 7.03 7.田

軍吉海制力 12.~ぬ 7.10 7.58 

12.55 7.e8 8.Cf1 

12.40 aω 8.ro 
12.a 8.46 8.白
11.95 8.45 8.63 

1f>.BO I同
14.卸 6.51 

6m.ml l 
13.即 7.20 

12.70 7.鴎 B.閲
!自
12.3) a.a 8.82 
12.10 &邸 8.82 

11.75 9.部 1仏国

11.00 9.伺 9.71 

参
事
に
於
け
る
皐
阜
の
日
開
乾
燥
と
そ
の
郊
調
理

コ一三九



冬
撃
に
於
け
る
米
の
日
開
乾
燥
と
そ
の
麹
翠

の
閥
係
を
試
験
し
た
る
が
、
比
較
の
矯
め
之
b
L
蒋
摘
す
れ
ば
第
八
、
九
表
の
如
し
。

三
四
Q

上
た
る
を
要
す
る
を
知
る
。

第
八
表
及
び
第
九
表
に
よ
り
て
米
の
水
分
を
一
一
一
行
%
以
下
に
迄
乾
燥
せ
ん
と
せ
ば
、
挫
折
剛
度
ば
約
七
・
五
・
町
、
監
砕
剛
皮
は
八
・

0
・昭以

以
上
を
綜
合
す
る
に
、
米
の
水
分
減
少
に
伴
ひ
剛
度
は
殆
ん
ど
直
続
的
に
増
し
て
・
、
剛
皮
に
よ
り
て
水
分
を
判
定
す
る
と
と
合
理
的
な
れ

ど
も
、
そ
の
剛
度
は
米
の
品
種
に
よ
り
、
又
測
定
者
、

測
定
穏
に
よ
り
、
或
は
又
測
定
上
の
誤
去
に
よ
り
て
一

定
せ
ぎ
る
故
に
、
劃
一
的
に
米
の
水
分
と
剛
度
と
の
開

係
を
規
定
す
る
と
と
甚
だ
至
難
な
れ
ど
も
、
前
掲
諸
表

の
結
果
よ
り
し
て
、
米
の
水
分
を
一
コ
一
%
又
は
そ
れ
以

下
に
た
さ
ん
と
せ
ば
、
そ
の
米
の
剛
度
は
第
一

O
表
に

於

τ見
ら
る
L
如
〈
司
挫
折
剛
度
七
・
五
切
、
堅
陣
剛
皮

八
・
七
同
に
達
す
れ
ば
可
な
り
と
云
ふ
ぺ
し
・

以
上
は
凡
て
北
尾
氏
剛
度
計
に
よ
り
た
る
も
の
怠
る

第一 0 表

玄米の水分合量と剛度との闘係 (5)

寅 駿 |水分台置|挫折腕l歴博腕
1ラ24L6 k5R8 ・ k7g .3 

第六表より
12.5 6.1 8.0 

12.0 8.5 9.6 

関七表よ句 12.6 8.3 9.2 

12.8 9.9 

12.9 
隠八表より

13.1 6.9 ! 7.5 

12.7 7.6 
第九表より

8.6 I 12.7 

卒 均 I12.7 I 

が
、
本
器
は
賓
験
・
短
期
に
し
て
賓
地
の
米
毅
検
読
に
は
不
便
な
り
。
問
中
氏
剛
度
計
は
携
帯
用
に
し
て
、
し
か
も
そ
の
度
盛
は
北
尾
式
に
一

致
せ
る
由
な
る
が
放
に
、
米
穀
の
賓
際
に
は
問
中
氏
剛
度
計
佐
使
用
す
れ
ば
或
は
可
去
ら
ん
か
。

• 



玉
、
米
の
日
照
聴
燥
£
そ
の
ア
ル
カ
リ
按
定

米
在
乾
燥
し
た
る
時
に
、
そ
の
ア
ル
カ
リ
腕
解
性
に
費
化
を
来
た
す
や
否
や
を
見
ん
と
し
て
、
前
述
の
試
料
に
つ
き
で
ア
ル
カ
リ
検
定
を

行
ひ
た
り
。

一
、
試

料

冬
季
に
於
け
る
米
の
日
照
乾
燥
と
そ
の
効
率

三
四
一

容
積
重
測
定
に
用
ひ
た
る
試
料
と
同
一
物
に
し
て
、
旭
、
道
海
紳
力
及
び
士
口
一
肺
二
慌
た
り
。
そ
の
水
分
合
量
は
前
に
掲
げ
し
が
如
し
。

二
、
ア
ル
カ
リ
検
定
の
方
法

無
傷
の
玄
米
を
一

O
粒
宛
ベ
1
ト
リ
皿
に
入
れ
、
之
に
二
・
三
八
%
の
苛
性
加
盟
溶
液
を
一
五
目
入
れ
、
叉
同
時
に
玄
米
を
牛
分
に
横
断

し
た
る
粒
を
一

O
粒
宛
入
れ
、
之
に
一

・七
七
%
の
苛
性
棚
塁
溶
液
を
一
五
目
注
加
し
て
、
揖
氏
二
五
度
の
恒
温
器
中
に
置
き
た
り
。

浸
潰
二
時
間
後
よ
り
一
四
時
間
迄
、
二
時
間
毎
に
崩
解
の
扶
態
を
調
査
し
‘
叉
別
に
浸
漬
一

0
時
間
後
よ
り
二
四
時
間
迄
、
二
時
間
毎
に

同
じ
く
崩
解
放
態
を
調
査
し
た
り
。

一
二
、
結

果

右
賓
験
の
結
果
、
旭
に
於
で
は
水
分
一
五
・
一
%
の
場
合
、
叉
道
海
一
脚
力
に
於
て
は
水
分
一
五
・
八
%
の
場
合
に
年
く
崩
解
す
る
粒
多
き
を

認
め
た
る
が
、
吉
一
脚
に
於
て
は
特
に
早
く
崩
解
す
る
も
の
を
認
め
ざ
り
き
4

叉
粒
を
切
断
し
た
る
相
場
合
に
は
、
一
ニ
品
種
共
に
水
分
め
最
も
多

き
場
合
に
崩
解
が
精
早
き
を
認
め
た
り
。
か
く
水
分
が
一
五
Mm
以
上
に
し
て
多
き
も
の
は
、

一
五
%
以
下
の
米
に
比
す
れ
は
ア
ル
カ

p
k

崩
解
し
易
き
が
如
き
を
認
め
た
る
も
、
決
し
て
明
確
な
ら
守
。
従
っ
て
米
の
ア
ル
カ
F
検
定
に
て
乾
操
の
程
度
を
知
る
と
と
能
は
十
と
云
ふ



冬
撃
に
於
け
る
米
の
日
開
E
R
臨
時
、
と
そ
の
効
率

三
四
二

結
果
を
得
た
り
。

米
を
過
度
に
乾
燥
す
れ
ば
、
物
理
的
性
質
に
匙
響
b
L

及
ぼ

k
食
味
を
容
す
と
云
は
る
主
が
放
に
、
乾
燥
と
ア
ル
カ
リ
崩
解
性
と
の
聞
係

を
も
一
態
調
官
官

L
置
く
必
要
あ
る
た
り
。
而
レ
て
試
験
の
結
果
、
前
述
の
如
く
、
乾
操
が
ア
ル
カ
リ
崩
解
性
に
大
友
る
影
響
な
さ
を
認
必
た

り
。
而
し
て
b
T
商
よ
り
見
れ
は
、
ア
ル
カ
リ
反
感
が
品
種
の
特
性
を
表
は
す
篤
め
に
は
、
乾
燥
度
に
よ
り
て
ア
ル
カ
リ
反
感
に
幽
変
化
念
き
と

と
が
便
念
り
と
一
冨
ふ
べ
し
。六

、
盟
他
コ
バ
ル
ト
試
験
紙
に
£
芯
玄
米
の
水
分
検
定
法

出
軍
化
コ
バ
ル
ト
の
水
溶
液
を
誠
艇
に
塗
附
乾
燥
し
て
作

pた
る
試
験
紙
は
‘
之
が
吸
操
の
程
度
に
土
り
具
る
着
色
を
表
は
す
。
そ
の
色
に

よ
告
で
茶
、
米
等
の
水
分
合
量
殺
検
定
ず
る
と
と
そ
得
と
云
ふ
。
邸
ち
製
茶
に
就
き
セ
紘
芝
底
げ
"
が
農
林
省
茶
葉
試
験
場
に
於
て
、
叉
玄

米
に
就

τは
・
赤
岡
聡
臼
が
兵
庫
牒
農
事
試
験
場
に
於
て
研
究
せ
ら
れ
た
り
。
赤
田
氏
の
報
告
の
如
く
、
果
し
て
此
方
法
が
玄
米
の
水
分
b
E

簡

日
勿
に
槍
定
し
得
る
主
ら
ば
、
産
米
の
検
査
に
際
し
て
、
玄
米
の
乾
燥
度
を
速
か
に
検
定
す
る
に
使
た
hv
と
云
ふ
J

ペ
レ
。

、J

佐
伯
民

σに
よ
れ
ば
土
壊
の
水
分
を
迅
速
に
測
定
す
る
に
は
、
土
壌
b
E

ア
ル
コ
ー
ル
に
で
浸
出
し
、
鴻
液
に
聾
化
コ
バ
ル
ト
博
液
を
加
へ
て

伎
や
る
色
合
を
槙
準
液
に
比
較
す
れ
ば
、
直
に
水
分
を
決
定
す
る
と
と
を
得
ぺ
〈
、
そ
の
測
定
時
聞
は
一ニ
O
l四
O
分
、
一

O
偶
以
上
を
鍾

め

τ行
ふ
も
一
時
聞
に
て
是
る
と
一
耳
ふ
。
惟
ふ
に
此
方
法
は
土
壊
に
は
麹
嘗
-
な
ら
ん
も
、
取
物
の
如
〈
内
部
に
含
ま
る
L
水
分
b
E

測
る
に
は

不
遁
営
危
ら
ん
。
短
時
聞
に
で
設
粒
の
水
分
を
ア
ル
コ
ー
ル
に
て
抽
出
す
る
と
と
困
難
な
る
ペ
し
。
毅
物
の
水
分
は
そ
の
粒
間
院
の
空
気
の

禍
度
と
平
衡
炊
態
に
あ
る
が
放
に
、
著
宥
岨
守
仰
が
以
前
広
研
究
じ
た
る
が
如
ぐ
、
そ
り
粒
間
際
O
揖
皮
を
測
り
て
、
間
接
に
米
の
水
分
を
決



を
諌
む
ね
ば
一
一
二
・
五
dn
以
上
O
水
分
と
見
倣
L
・
費
色
せ
ざ
れ
ば
二
ニ
・
五
%
又
は
そ
れ
以
下
の
米
と
見
倣
し
て
差
支
な
か
ら
ん
。

一O
分

定
す
る
と
?
と
が
油
営
た
り
と
一
式
ふ
ぺ
〈
、
・
赤
岡
氏
の
方
法
は
全
く
此
原
理
に
よ
る
も
の
な
h
v
e

著
者
等
の
一
人
梅
野
ゅ
は
晦
化
コ
バ
ル
ト
紙
応
よ
る
玄
米
の
簡
易
水
分
検
定
に
つ
き
で
費
験
《
別
に
瑳
表
)
し
た
る
が
、
赤
田
氏
の
研
究

と
同
じ
く
、
此
方
法
に
よ
り
て
米
の
乾
識
を
大
憶
に
検
定
し
得
る
乞
見
た
り
。
而
し
て
五

O
l六
Odw晦
化
コ
バ
ル
ト
試
験
紙
を
、
玄
米
を

四
分
の
三
容
れ
た
る
峰
山
市
に
挿
入
す
れ
ば
、
挿
入
後
一

O
分
に
し
て
、
向
試
齢
紙
が
費
色
せ
や
、
事
門
色
b
L
S
品
せ
る
時
は
、
玄
米
の
水
分
合
量

・

は
↓
一
一
一
・
五

dw以
下
と
推
定
し

τ菱
支
払
他
き
を
見
た
b
。

今
日
農
家
の
産
米
の
広
分
合
量
を
一
三
%
を
以
て
標
準
と
す
れ
ば
、
右
の
結
果
に
基
づ
き
て
、
蟻
化
コ
バ
ル
ト
五

O
l六
O
d
wの
試
験
紙

を
常
に
用
意
し
、
之
を
検
査
せ
ん
と
す
る
米
と
共
に
小
唱
に
密
封
し
、

一
0
分
間
後
に
取
り
出
し
て
検
色
す
ぺ
し
。
而
し
て
既
に
費
色
す
る

よ
り
も
永
〈
密
封
し
て
試
験
艇
に
費
色
を
認
め
ざ
る
時
は
『
一
一
一
%
又
は
そ
れ
以
下
に
よ
く
乾
蟻
せ
ら
れ
し
と
見
る
ぺ

L
。
此
方
法
は
米
聾
検

査
に
於
て
米
績
の
乾
焼
度
を
大
慢
に
検
定
す
る
に
便
た
り
と
器
ふ
ベ
し
。

七
、
摘

要

て
昭
和
一
五
年
の
産
米
に
つ
き
、
親
米
を
冬
季
日
照
に
よ
り
て
乾
燥
し
て
、
日
照
乾
燥
と
玄
米
の
容
積
重
、
剛
度
、
ア
ル
カ
リ
反
慮
、
堕

化
コ
u
m
ル
ト
比
色
法
等
と
の
闘
係
を
試
験
し
、
以
て
日
照
乾
燥
の
効
率
を
賢
際
的
簡
便
に
判
定
す
る
の
費
料
に
供
せ
ん
と
す
。

二
、
日
照
乾
操
に
よ
り
、
米
白
水
分
合
量
の
減
少
に
伴
ひ
て
容
積
重
は
始
め
伸
之
議
院
、
後
に
は
漸
次
に
増
加
し
、
水
分
約
一
二
係
に
於
て
最

官
聞
に
遣
し
‘
そ
れ
以
上
に
水
分
減
歩
れ
ば
、
容
積
重
も
却
n
J

て
減
タ
ナ
。
而
し
て
玄
米
の
水
分
合
量
を
一
一
一
一
%
又
は
そ
れ
よ
り
精
小
に
な

冬
季
花
霞
け
る
米
の
日
圃
m
E
R
歯
固
と
そ
の
麹
圏
中

一一

一-一回三



冬
撃
に
於
け
る
米
の
日
照
覧
爆
と
そ
の
効
率

三
四
回

す
に
は
、
普
通
桝
に
よ
り
て
そ
の
一
升
重
が
大
約
一
五
六
五

g
〈
四
一
八
・
凹
匁
v
に
友
れ
ば
、
乾
燥
は
十
分
な
h
m
と
一
疋
ふ
ぺ
し
・

三
、
日
照
乾
燥
に
よ
り
て
、
米
の
水
分
が
減
少
す
る
に
従
ひ
、
そ
の
剛
由
民
は
、
殆
ん
ど
直
続
的
に
増
加
す
。
而
し
て
玄
米
の
水
分
合
量
を
、

一
三
dm叉
は
そ
れ
以
下
に
な
さ
ん
と
せ
ば
、
そ
の
米
の
挫
折
剛
度
が
七
・
五
回
、
歴
砕
剛
度
が
八
・
七
匂
(
北
尾
氏
剛
度
計
V

に
達
す
れ
ば

可
・
な
り
。

四
、
米
の
乾
燥
は
、
ア
ル
カ
リ
崩
解
性
に
犬
な
る
影
響
無
し
。
た
ピ
水
分
が
多
く
し
て
一
五
dw
以
上
な
る
時
は
、

一
五
dw
以
下
の
米
に
比
し

て
崩
解
し
易
き
が
如
き
を
認
め
た
れ
ど
、
敢
て
明
確
友
ら
や
。

五
、
聾
化
ヨ
パ
ル
ト
比
色
法
も
亦
米
の
乾
燥
程
度
を
知
る
に
簡
易
な
る
方
法
な
り
。
仮
り
に
五

O
l六
O
U
W浪
度
の
堕
化
コ
バ
ル
ト
試
験
紙

と
共
に
玄
米
を
容
器
に
密
封
し
て
一

O
分
後
に
試
験
紙
を
検
色

L
て
、
向
型
色
せ
ざ
る
を
認
め
た
る
時
は
、

米
の
水
分
は
ご
=
・
五
%
以

下
k
h
q
&判
定
す
る
が
如
し
。
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